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特集 ■ 脳科学の進歩―最近のトピック

　近年の脳科学は，脳機能画像，ロボティクス，Brain－Machine Interface などの高度な情報科学と
融合し，さまざまな領域で目覚ましい進歩を遂げており，リハビリテーションへの応用に大きな期待
が寄せられています．本特集では，リハビリテーション医学と関連の深い脳科学基礎研究のトピック
スとして，認知的運動制御，運動学習制御，シナプス可塑性，言語のモジュール仮説，社会脳を取り
上げ，最新の知見を解説していただきました．
■認知的運動制御システム（虫明元氏ら，7 頁） 
　認知的運動制御について，認知科学，バイオメカニクス，脳科学の視点で概説した．意図的な行動
では，事前意図の形成，実行後の感覚情報の予測，実行，運動結果の知覚，結果と予測の照合が行わ
れている．一次運動野，運動前野，補足運動野，帯状皮質運動野などで構成される運動関連領野は頭
頂連合野と連携し，意図的な行動を分業して制御している．
■小脳による運動学習制御機構（永雄総一氏ら，13 頁） 
　小脳による運動学習は，眼球運動に関わる反射の適応を調べた動物実験により，短期の学習を繰り
返すと，記憶痕跡は小脳皮質から小脳核に移動し，長期に維持されることがわかった．本稿では，小
脳による運動記憶の形成と保持のメカニズムを解説した．ヒトの高次脳機能が関わる運動学習に関し
ては，プリズム適応についての筆者らのモデルを紹介した．
■神経機能回復の基礎過程としてのシナプス可塑性（幸田和久氏ら，19 頁） 
　シナプス可塑性とは，シナプス入力に対するニューロンの出力変化，つまり，シナプスの伝達効率
の変化であり，生物が環境情報を記憶・学習し，環境適応的に反応するための基本的メカニズムの一
つである．本稿では，シナプスの長期可塑性のメカニズムを概説し，筆者らが研究する小脳プルキン
エ細胞のシナプス可塑性について，最近の知見を解説した．
■言語のモジュール仮説（金野竜太氏ら，27 頁） 
　人間の言語処理過程は，単語レベルでは音韻・語彙的意味処理，文および会話レベルでは統辞処理
と文意味理解に分けられる．近年の脳機能イメージングの進歩により，言語処理の神経ネットワーク
の解明が進められている．本稿では，これらの言語処理の脳内機構を概観し，脳における言語機能の
ネットワークとそのモジュール性に関する知見を紹介した．
■社会脳（生方志浦氏ら，35 頁） 
　ヒトが大きく複雑な社会集団の中で適切に振る舞うためには，社会的認知と呼ばれる認知機能が重
要である．その神経基盤には広範囲に及ぶ神経ネットワークを構成する脳構造が含まれ，これらを総
称して社会脳と呼ぶ．本稿では，社会的認知の主要な構成要素である情動認知，共感，および心の理
論の脳内機構について，最近の神経科学の知見を踏まえて紹介した．
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